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研究成果概要 

現在、太陽活動は第 25活動期の極大期にあり、今後 1～2年は活発な状態が続くと言

われている。本研究では、明野観測所に設置した 3基の比例計数管型ミューオン観測装

置（総面積 75 m2）と、日印共同実験 GRAPES-3のミューオン観測装置（総面積 560 

m2）による連続観測よって、地球近傍（0.3～1天文単位の範囲）惑星間空間における宇

宙線強度分布とその時間変動を明らかにし、惑星間空間の電磁的性質の解明と宇宙線伝

播メカニズムに関する知見を得ることを目指している。また、太陽活動に伴う突発的な

宇宙線事象の高精度で検出し、高エネルギー

宇宙天気に関する基礎研究も進めている。 

2024年度は、M5による連続観測を継続す

ることができ、太陽フレアに伴う多数のフォ

ルブッシュ現象を、多方向観測で検出するこ

とが出来た（図 1）。一方、M5 と実験棟を結

ぶ無線 LANの不調や、DAQのシステムトラ

ブルが発生するようになり、度々データ取得

が止まることが発生した。これらの影響は、図

1の宇宙線の強度変動にも表れている。また、

経年劣化により機材の不調や故障の発生頻発

が増えており、今後の連続観測における懸念

材料となっている。これらは、明野地域で度々
図 1. 2024年 10月～12月の宇宙線強度変動 



起こる停電や、現地の周辺環境が原因であると考えている。M1 と M8 については、再

整備の作業を進めており、アンプ・ディスクリミネーター回路用の電源の製作にも着手

できた。2024年度 4月から現在までに明野観測所において行なった作業を以下に示す。 

1）  5月 17日-19日（大嶋、田中）M5のネットワーク機器の保守 

2）  5月 30日   （大嶋）M5のネットワーク保守と電源の交換 

3） 10月 11日-12日（大嶋）M5のネットワーク保守 

4） 11月 3日     （大嶋）M5DAQの保守とネットワーク保守 

5） 11月 23日-24日（大嶋、学生 2名）ステーションの清掃。M1,M8比例計数管の信

号チェック。 

6） 12月 26日-28日（大嶋、学生 2名）環境モニター設置。低圧電源の交換。 

上記の作業に伴い、大嶋が 6回と研究協力者が計 1回、明野観測所に出張した。 

本研究において、学生の明野ミューオン観測への

参加が進み、2023 年度には工学研究科の小河蒼汰

が「大気ミューオン気圧効果補正のための気圧推

定」で修士論文を書いた。この研究で、近隣の明野

中学校で行なわれている気象観測のデータと周辺

地域の気象台のデータを組み合わせることで明野

観測所の気圧を再現することに成功した。また、研

究を通じて地域との交流を進めることが出来た。

この成果を受けて、2024年度に、ミューオンステ

ーション内に環境モニタリング PC を設置し、気温・気圧・湿度の測定を開始した（図

2）。2024年度には、同じく工学研究科の鬼頭浩志によって、地上ミューオン観測で必要

になる宇宙線の軌道計算が進められ、地磁気による宇宙線の進入と大気による吸収を考

慮した応答関数まで求めることができた。さらに、工学研究科の小出温土によって、鉄

角パイプを用いた比例計数管の製作方法の見直しを進め、修士論文にまとめることが出

来た［1］、［2］、［3］。 

 

【修士論文】 

［1］「大気ミューオン気圧効果補正のための気圧推定」、小川蒼汰、2024年 3月（中部

大学大学院工学研究科） 

［2］「太陽活動下における外部磁場の影響を加味した宇宙線の軌道計算」、鬼頭浩志、

2025年 3月（中部大学大学院工学研究科） 

［3］「安全な宇宙利用や災害時の安全性を向上させる比例計数管の製作」、小出温土、

2025年 3月（中部大学大学院工学研究科） 
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図 2. 環境モニタリング用小型 PC 
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